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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
ご
芳
情
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
各
行
事
が
中
止
と
成
り
、
例
年

通
り
の
活
動
は
で
き
ず
、
真
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
は
一
刻
も
早
く
収
束
す
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
を

第
一
に
考
え
、
新
し
い
生
活
様
式
を
守
り
、
コ
ロ
ナ
に
罹
ら
ぬ
よ
う
、
お
努
め
く
だ
さ

い
ま
せ
。 

ま
た
、
昨
年
十
一
月
の
当
会
理
事
会
に
て
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
論
議
を
も
ち
、 

春
季
温
習
会
を
本
年
五
月
三
日
、
野
方
区
民
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
感
染
予
防
の
観
点
を
充
分
に
配
慮
致
し
、
無
観
客
に
て
、
開
催
致
し

ま
す
。
各
々
、
向
上
を
目
標
に
掲
げ
、
充
分
に
お
備
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。
皆
々
様
の
ご

活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
だ
先
の
見
え
ぬ
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
々
様
お
体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

良
い
年
に
成
り
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
と
共
に
作
る 

会
報
「
敬
天
愛
人
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

広
報
局 

詩
吟
界
に
は
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
大
会
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

稽
古
と
い
え
ば
、
詩
吟
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
な
ど
を
つ
け
た
珍
妙
な
格
好
で
す
。
思
い
切
っ
た
発
声
は
で
き
ず
、
皆

様
の
鬱
憤
も
さ
ぞ
や
と
想
像
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
希
薄
に
な
り
が
ち
な
絆
を
深
め
、
会
の
ブ
ラ
ン
ド
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
、
悩
み
、
ご
意
見
等
を
自
由

闊
達
に
会
報
「
敬
天
愛
人
」
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
寄
せ
頂
け
ま
せ
ん
か
。

本
部
か
ら
の
一
方
的
な
お
願
い
で
は
な
く
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
多
彩
な
情

報
は
会
に
活
力
を
与
え
、
こ
れ
は
ま
た
フ
ァ
ン
の
増
加
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
下
さ
い
。
随
時
受
付
け
ま
す
。 

話
題 

 

詩
吟
が
ら
み
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
趣
味
・
自
慢
・
旅
行
記
・

そ
の
他
、
何
で
も
結
構
で
す
。 

原
稿 

 

２ ０ ０
字
～

８００
字 

手
書
き
or
ワ
ー
ド
文
書
、
写
真
も
あ
れ
ば
可
。 

画
像 

 

説
明
文
書
の
添
付
。
動
画
は
重
い
の
で
メ
ー
ル
で
は
な
く

DVD
・
USB
メ
モ
リ
ー
・
SD
カ
ー
ド
等
で
お
願
い
し
ま
す
。 

提
出
先 

広
報
局
手
塚
憲
祥
宛 

メ
ー
ル
は

s
o
r
a
6
1
1
4
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p
 

  
 

会 

報 

「
敬
天
愛
人
」
第
五
十
三
号 

 

発
行
日 
 

令
和
三
年
一
月
十
五
日 

編
集
人 

 

南
洲
吟
道
会 

広
報
局
局
長 

手
塚
憲
祥 

 
 

発
行
人 

 

理
事
長 

吉
永
龍
暘
・
会
長 

吉
永
龍
奏 

 
 

発
行
所 

 

〒
一
六
五-

〇
〇
三
五 

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二-

三
四-

五 

団
体
名 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
吟
道
学
院
公
認 

南
洲
吟
道
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三-

三
三
三
〇-

七
〇
〇
九 
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mailto:sora6114@ybb.ne.jp
mailto:sora6114@ybb.ne.jp
mailto:sora6114@ybb.ne.jp


- 2 - 

 

本
部
だ
よ
り
（
令
和
二
年
九
月
以
降
） 

 
☆ 
令
和
二
年
度
秋
季
昇
段
審
査 

 

指
導
局 

 

十
月
十
八
日(

日)

に
昇
段
審
査
会
を
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の

為
、
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
指
導
者
の
推
薦
を
以
っ
て
合
格
と
致
し
ま
し

た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

【
秋
季
昇
段
者
名
簿
】 

二
段 

 

中
川
晋
吟 

 

二
段 

 

長
島
勝
吟 

 

初
伝 

 

秋
山
政
洲 
 
 
 
 
 

三
段 

 

澤
口
三
洲 

 
四
段 

 

牧
野
小
洲 

 

四
段 

 

新
妻
眞
洲 

 

六
段 

 

大
滝
和
水 

 
師
範 

 

北
原
義
城 

 

師
範 

 

吉
沢
強
祥 

 
 

正
師
範 

下
津
浦
誠
祥 

師
範 

 

北
原
順
祥 

 

教
授 

 

雲
瀬
収
龍 

 

十
段 

 

吉
沢
麗
龍 

 

十
段 

 
萩
野
進
龍 

以
上
十
四
名
の
方
々
が
合
格
で
す
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を

お
願
い
致
し
ま
す 

 

☆ 

本
会
理
事
会 

十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
白
鷺
高
齢
者
会
館 

総
務
局 

理
事
長
以
下
出
席
者
十
名
、
欠
席
者
委
任
状
七
名
。
十
三
時
三
十
分
よ
り
、

議
長
・
吉
永
理
事
長
、
司
会
・
長
友
総
務
局
長
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

令
和
三
年
春
季
温
習
会
に
つ
い
て 

 
 

会
場
候
補
は
中
野
芸
能
小
劇
場
と
野
方
区
民
ホ
ー
ル
。
会
場
の
広
さ
等
、

感
染
対
策
が
取
り
や
す
い
と
の
こ
と
に
よ
り
、
野
方
区
民
ホ
ー
ル
に
決
定
。

五
月
三
日
（
祝
）
午
後
か
ら
、

CD
伴
奏
に
て
開
催
予
定
で
す
。 

令
和
三
年
春
季
昇
段
審
査
に
つ
い
て 

 

今
年
は
春
、
秋
と
も
指
導
者
の
推
薦
で
し
た
が
、
次
回
の
春
は
会
場
で
の

審
査
を
実
施
予
定
で
す
。 

日
本
吟
道
学
院
「
創
立
四
十
年
の
あ
ゆ
み
」
に
お
け
る
本
会
記
述
の

欠
落
に
つ
い
て 

 
 

84
ペ
ー
ジ
下
段
の
月
日
欄
及
び
各
公
認
団
体
関
係
欄
に
２
・
９
南
洲
吟
道 

会
創
立
四
十
周
年
記
念
大
会
の
記
載
が
欠
落
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
個
所

に
各
自
ご
記
入
下
さ
い
。 

会
報
「
敬
天
愛
人
」
及
び
HP
の
役

割
と
充
実
に
つ
い
て 

 

詩
吟
界
の
現
状
を
鑑
み
、
会
の
結

束
を
図
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
広
報
局
よ
り
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
当
会
報
の
１
ペ

ー
ジ
下
段
に
そ
の
詳
細
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
広
報
局
か
ら
の

提
案
は
以
下
の
通
り
。
会
員
構
成
を

み
て
も

女
性

が

圧

倒

的

に
多
い

の

で
、
広
報
局
に
女
性
の
視
点
が
必
要

で
あ
る
。
執
筆
者
が
次
報
の
執
筆
者

を
指
名
す
る
と
い
う
リ
レ
ー
随
筆
と

い
う
方
法
は
ど
う
か
。 

 

☆ 

吉
永
鶴
奏
琵
琶
の
會
「
時
分
の
花
」
十
二
月
十
二
日
（
土
） 

青
山
銕
仙
会 

☆ 

令
和
三
年
行
事
予
定 

・
春
季
昇
段
審
査
会 

 

四
月
十
八
日
（
日
）
予
定 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

・
南
洲
吟
道
会
春
季
吟
道
温
習
会 

五
月
三
日
（
祝
）
午
後 

野
方
区
民
ホ
ー
ル 

・
吉
永
鶴
奏
琵
琶
の
會
「
時
分
の
花
」
十
二
月
十
九
日
（
日
）
青
山
銕
仙
会 

 

総
本
部
だ
よ
り 

☆ 

令
和
三
年
行
事
予
定 

・
新
春
賀
詞
交
換
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
一
月
九
日
（
土
） 

日
本
吟
道
会
館 

・
五
行
歌
吟
詠
集
制
作
記
念
発
表
会 

三
月
十
二
日
（
金
）
午
後 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

・
中
止 
日
本
吟
道
青
少
年
大
会
＆
壮
心
の
集
い 

三
月
二
十
八
日
（
日
） 

・
夏
季
大
学 
八
月
二
十
三
日
（
月
）
・
二
十
四
日
（
火
） 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

・
日
本
吟
道
全
国
大
会
＆
日
本
吟
道
名
吟
大
会 

十
一
月
十
九
日
（
金
） 

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

平成 2年 11月 22 日理事会 
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教
場
だ
よ
り 

龍
暘
第
一
教
場
の
今
・
昔 

 
 
 龍

暘
会
第
一 

湊
山
龍
冴 

私
に
と
っ
て
の
龍
暘
第
一
教
場
の
歴
史
は
、
今
を
遡
る
こ
と
二
十
六
年
、
平
成
六
年

十
二
月
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
教
場
は
錚
々
た
る
諸
先
輩
の
集
ま
り
で
、
活
気
に
溢
れ
、

入
会
し
た
私
を
こ
と
さ
ら
歓
迎
す
る
で
も
無
く
、
疎
ん
じ
る
で
も
無
く
「
さ
て
、
こ
の

人
は
ど
ん
な
吟
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
」
と
言
っ
た
感
じ
で
、
自
然
に
受
け
入

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
只
、
先
輩
後
輩
の
け
じ
め
は
暗
黙
の
う
ち
に
は
っ
き
り
と
し
て
い

て
〝
要
注
意
〟
と
感
じ
た
も
の
で
す
。
私
は
「
静
凰
流
」
か
ら
転
入
で
し
た
が
、
既
に

お
二
人
の
友
人
が
同
じ
静
凰
流
か
ら
転
入
し
、
在
籍
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
の
で
す
ぐ
に

馴
染
む
こ
と
が
出
来
、
心
強
く
感
じ
た
も
の
で
す
。 

 

教
場
の
雰
囲
気
は
個
性
的
な
方
が
多
く
、
メ
ン
バ
ー
の
変
化
も
殆
ど
無
く
、
熱
心
で

し
た
。
誰
か
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
個
人
で

舞
台
に
出
演
す
る
こ
と
等
が
あ
る
と
一

緒
に
な
っ
て
選
曲
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
、
と
協
力
的
で
あ
り
、
と
て
も
微

笑
ま
し
い
こ
と
で
し
た
。
私
と
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
点
が
教
場
を
休
む
こ
と
無

く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
大
き
な
力
は
龍

暘
先
生
の
ご
指
導
と
お
人
柄
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

又
、
地
方
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

は
、
必
ず
洲
神
先
生
も
ご
一
緒
さ
れ
、
大

会
の
後
に
は
全
体
の
打
ち
上
げ
が
有
り
、

余
興
に
も
参
加
し
、
終
わ
れ
ば
南
洲
吟
道
会
だ
け
の
二
次
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
翌
日

は
開
催
地
の
観
光
を
し
、
と
て
も
充
実
し
た
研
修
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
は
尽

き
ま
せ
ん
。
今
も
な
お
、
亡
き
先
輩
の
方
々
の
事
を
昨
日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
し
話

題
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。 

南
洲
吟
道
会
と
共
に
二
十
六
年
、
静

凰
流
か
ら
数
え
れ
ば
三
十
数
年
、
吟
と

共
に
参
り
ま
し
た
。
今
は
、
思
い
も
か

け
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
私
も
す
っ

か
り
歳
を
重
ね
ま
し
た
し
、
教
場
も
様

変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
調
を

崩
さ
れ
た
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
の

で
と
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
無
い
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く

以
前
の
状
態
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
支
え
合
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
今
こ
こ
に
、
現

在
の
龍
暘
第
一
教
場
の
状
況
を
語
れ
な
い
こ
と
を
寂
し
く
思
い
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
も
と
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
出
来
る
日
ま
で
何
方
様
も
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

令
和
二
年
十
一
月
十
六
日 

 
「
詩
吟
三
田
教
場
」
草
創
期
の
思
い
出 

詩
吟
三
田
教
場 

戸
田
進
龍 

「
詩
吟
三
田
教
場
」
の
ル
ー
ツ
は
、
「
三
菱
自
動
車
吟
道
部
」
に
あ
り
ま
す
。
三
十

七
年
前
に
吉
永
洲
神
先
生
（
以
下
先
生
と
呼
称
）
を
指
導
者
に
戴
い
て
一
民
間
会
社
の

文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

平成 11 年全国大会余興 

平成 23 年１月龍暘第一教場 
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創
設
者
は
池
田
成
順
・
奈
須
野
義
清
・
橋
本
清
さ
ま
の
三
名
の
方
々
が
、
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
教
場
長
は
鈴
木
正
衛
さ
ん
で
し
た
。
会
社
の
池
田
さ
ん
は
戦
前
の
陸
軍
士
官

学
校
出
身
、
橋
本
さ
ん
は
広
島
幼
年
学
校
・
防
衛
庁
出
身
、
先
生
は
陸
軍
広
島
幼
年
学

校
（
陸
軍
将
校
を
約
束
さ
れ
た
難
関
校
）
に
在
校
し
、
後
に
防
衛
庁
に
ご
在
職
、
そ
の

関
係
の
中
か
ら
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。
教
場
の
あ
る
三
田

は
薩
摩
藩
邸
跡
で
、
「
江
戸
無
血
開
城
」
を
約
し
た
「
西
郷
南
洲
・
勝
海
舟
会
見
の
地
」

な
る
碑
が
あ
り
、
先
生
は
格
別
な
奇
縁
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
は
創
部

半
年
後
の
入
部
で
す
。
歌
舞
音
曲
の
類
が
苦
手
な
私
の
入
部
の
動
機
や
今
日
迄
継
続
し

て
い
る
訳
は
、
以
前
会
報
に
記
し
ま
し
た
の
で
省
略
し
ま
す
。
発
足
当
初
、
部
員
は
十

数
名
、
先
生
の
ご
指
導
は
力
強
く
、
熱
心
、
か
つ
明
る
い
空
気
に
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。

稽
古
は
先
生
の
「
敬
天
愛
人
」
の
迫
力
あ
る
独
吟
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
生
徒
達
の
吟
の

レ
ベ
ル
は
総
じ
て
低
く
、
「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
誉
め

て
や
ら
ね
ば
人
は
育
た
じ
」
を
地
で
ゆ
く
よ
う
な
ご
指
導
で
、
心
寛
く
、
根
気
よ
く
、

誉
め
上
手
、
時
に
厳
し
く
、
詩
人
や
歴
史
余
話
を
交
え
て
、
お
陰
で
出
来
の
悪
い
生
徒

も
何
と
か
付
い
て
い
け
ま
し
た
。
教
場
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
「
第
二
教
場
」
の
存
在

で
す
。
先
生
の
「
そ
ろ
そ
ろ
第
二
教
場
に
行
く
か
」
の
一
声
で
、
同
じ
フ
ロ
ア
の
居
酒

屋
（
社
員
食
堂
）
へ
直
行
し
ま
す
。
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
た
「
皆
さ
ん
と
私
は
同
志
で

あ
る
」
の
言
葉
に
甘
え
て
、
同
じ
立
ち
位
置
で
、
但
し
敬
意
は
忘
れ
ず
、
世
情
万
般
の

勝
手
な
議
論
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
至
誠
一
貫
、
純
粋
な
先
生
の
人
生
観
か
ら
多
く

を
学
び
ま
し
た
。
吟
行
会
、
初
吟
会
、
納
吟
会
等
々
、
教
場
外
の
行
事
も
多
く
、
他
教

場
の
皆
様
と
の
交
流
も
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
蘇
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
当
教
場
は
二
度
教
場
名
を
変
え
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
亡
き

後
、
吉
永
龍
暘
先
生
、
龍
奏
先
生
へ
と
ご
指
導
を
引
き
継
い
で
頂
き
、
故
佐
藤
龍
廣
先

生
の
ご
尽
力
も
あ
っ
て
、
新
し
い
仲
間
も
加
わ
り
ま
し
た
。
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
先
生
の
「
吟
道
に
定
年
な
し
」
、
「
生
来
の
音
痴
は
い
な
い
」
を
信
じ
て
、

吟
の
道
の
端
を
歩
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

会
員
だ
よ
り 

偶
然
出
会
っ
た
詩
吟
と
私 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
分
寺
会 

杉
本
陽
祥 

友
達
と
雑
談
し
て
い
る
時
、
私
が
高
校
時
代
に
漢
文
が
好
き
で
「
李
白
や
杜
甫
の
漢

詩
に
興
味
が
あ
る
。
」
と
言
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
仲
間
の
一
人
が
覚
え
て
い
て
、
あ

る
日
、
突
然
に
電
話
で
「
今
す
ぐ
家
に
来
て
、
連
れ
て
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」
と
い

う
の
で
す
。
そ
れ
が
今
の
私
の
先
生
の
平
松
宅
で
し
た
。
日
記
を
見
る
と
、
平
成
十
六

年
二
月
十
三
日
で
し
た
。
先
生
と
二
人
の
先
輩
が
い
て
、
も
う
五
年
も
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
一
週
間
後
の
二
十
日
の
日
記
に
は
詩
吟
は
と
っ
て
も
楽
し
い
と
書
い
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
十
七
年
。
友
の
お
せ
っ
か
い
に
、
そ
の
時
は
少
し
腹
も
立
っ
た
が
、
お
陰
で

詩
吟
に
出
会
え
た
と
今
で
は
と
っ
て
も
感
謝
、
感
謝
で
す
。 

ある年の三田教場吟行会於熱海 
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広
報
局
長 

手
塚
憲
祥 

 

記
録
部
長 

稲
葉
龍
誠 

広
報
部
長 

萩
野
進
龍   

編
集
部
長 

曽
根
龍
富 

 
 

Ｈ
Ｐ
担
当  

菊
地 

務 

入
会
し
た
年
の
五
月
に
三
十
周
年
記
念
大
会
が
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
あ
り
、
入
っ
て

間
も
な
い
私
に
先
生
が
特
訓
し
て
下
さ
り
、
「
偶
感
」
と
「
人
生
の
並
木
路
」
を
吟
じ

ま
し
た
。
そ
の
日
の
日
記
に
「
無
事
終
わ
っ
た
。
着
物
の
人
が
多
く
、
踊
り
あ
り
、
剣

舞
あ
り
、
独
吟
あ
り
、
私
の
知
ら
な
い
こ
ん
な
世
界
も
あ
る
ん
だ
！
」
と
書
い
て
あ
っ

た
。 私

は
音
感
も
な
く
、
不
器
用
で
「
七
の
ま
わ
し
」
を
習
得
す
る
ま
で
、
ど
れ
だ
け
の

時
間
の
か
か
っ
た
こ
と
か
。
い
ま
だ
に
時
々
注
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
で
、
何
度
も
、

何
度
も
練
習
し
て
「
今
日
こ
そ
は
完
璧
だ
。
」
と
思
っ
て
行
く
と
「
違
う
、
違
う
。
」

と
何
度
、
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
か
・
・
・
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
「
教
え

方
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
勿
論
、
冗
談
で
し
た
が
、
失
礼
極
ま
り
な
い
弟
子
で
し
た

（
反
省
で
す
）
。
そ
れ
も
、
こ
ん
な
こ
と
が
自
由
に
言
い
合
え
る
雰
囲
気
で
、
と
て
も

楽
し
い
教
室
だ
か
ら
で
す
。
先
生
も
仲
間
も
大
好
き
で
す
。
詩
吟
を
始
め
て
三
年
目
位

の
時
、
山
形
の
鶴
岡
市
で
偶
然
に
入
っ
た
致
道
博
物
館
に
「
敬
天
愛
人
」
の
書
が
あ
り
、

驚 

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
詩
吟
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
た
だ
通
り
過
ぎ
た

だ
け
で
し
ょ
う
に
。 

さ
て
、
今
の
私
の
吟
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
少
し
は
上
達
し
た
で
し
ょ
う
か
と
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
マ
ス
ク
な
し
で
、
大
声
で
「
敬
天
愛

人
」
を
合
吟
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

吟
道
と
の
出
会
い 

鷺
宮
教
場 

稲
葉
龍
誠 

 

は
じ
め
に
、
私
は
若
年
よ
り
今
日
に
到
る
ま
で
空
手
道
（
五
段
）
を
学
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
余
暇
、
書
も
学
ん
で
お
り
、
知
人
で
あ
る
南
洲
吟
道
会
所
属
の
古
川
綾
子
さ

ん
よ
り
、
あ
な
た
は
空
手
で
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る
の
で
、
五
年
間
は
止
め
な
い
約

束
で
詩
吟
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
誘
い
を
う
け
、
入
門
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。（
平 

成
九
年
一
月
三
日
） 

 

洲
神
先
生
自
ら
阿
佐
ヶ
谷
駅
ま
で
迎
え
て
く
れ
、
教
場
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
、
平
松
龍
宝
先
生
、
現
役
で
活
躍
中
で
す
。 

 

尋
牛
。
「
た
ず
ね
ゆ
く
深
山
の
牛
は
見
え
ず
し
て
、
た
だ
う
つ
せ
み
の
声
の
み
ぞ
す

る
。
」 

初
吟
。
服
部
南
郭
「
夜
墨
水
を
下
る
」
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
高
低
の
差
を
ず
い
ぶ

ん
注
意
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

 

吟
歴
二
十
三
年
。
「
日
々
是
好
日
。
」
全
国
大
会
、
名
吟
大
会
、
夏
季
吟
道
大
学
、

及
び
各
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
、
感
謝
。
（
詳
細
省
略
） 

 

牧
牛
。
「
日
数
へ
て
、
野
飼
の
牛
も
手
な
る
れ
ば
、
身
に
そ
ふ
影
と
な
る
ぞ
う
れ
し

き
。
」
の
段
階
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
先
に
洲
神
先
生
よ
り
西
郷
南
洲
翁
遺
訓
「
敬
天
愛
人
」
を
お
教
え
い
た
だ

い
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
放
映
さ
れ
て
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
は
会
報
の
発
刊
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
３
波
は
猛
威
を
振
い
、
更
な
る
感
染
予

防
の
一
手
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
に
出
来
る
こ
と
は
、
今
一
度
初
心
に

戻
り
、
３
密
を
避
け
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
愚
直
に
実
践
す
る
こ
と
で
す
。 

詩
吟
界
も
逆
境
の
只
中
に
あ
り
ま
す
。
当
会
も
ご
多
聞
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
ふ
れ
あ

い
も
減
り
ま
し
た
。
交
流
の
場
に
、
ま
た
会
の
結
束
に
、
会
報
が
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

辛
丑
（
か
の
と
う
し
）
は
転
換
の
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
苦
労
の
あ
と
に
は

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 （

広
報
局
） 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


